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3  関[2003]P.191 より引用。 
－ 3 － 
表１ 企業分類別：工業企業数と工業総生産額（2003年） 
            単位：社、億元 
  全国 広東省 
    企業数 工業総生産額 企業数 工業総生産額 
内資企業 157,641 (80) 97,913 (69) 13,875 (57) 8,104 (35) 
 国有企業 23,228 (12) 18,479 (13) 1,344 (5) 704 (3) 
 集体企業 22,478 (11) 9,458 (7) 2,513 (10) 832 (4) 
 股份合作企業 9,283 (5) 3,251 (2) 305 (1) 209 (1) 
 聯営企業 1,689 (1) 949 (1)     
 有限責任公司 26,606 (14) 26,584 (19)     
 股份有限公司 6,313 (3) 18,017 (13) 9,713 (40) 6,359 (27) 
 私営企業 67,607 (34) 20,980 (15) 注③ 注③  
 その他企業 437 (0) 195 (0)     
港澳台商企業 21,152 (11) 17,426 (12) 8,549 (35) 7,793 (33) 
外商投資企業 17,429 (9) 26,932 (19) 2,070 (8) 7,482 (32) 
合計 196,222 (100) 142,271 (100) 24,494 (100) 23,379 (100) 
＜参考＞         
国有企業及び国有傘下企業 34,280 (17) 53,408 (38) 2,103 (9) 3,849 (16) 
 
注①：全ての国有企業及び年商 500 万元以上の非国有企業を対象に集計。 
②：企業区分に記載した用語の説明は、関［2003］等を参照されたい。 
③：広東省では、「股份制企業：5,549 社（23％）、5,227 億元（22％）」との記載有り。 
資料：『中国統計年鑑』2004 年版、『広東省統計年鑑』2004 年版 
 
なくはないが、このグループの中核をなす存在は民営企業に他ならない。 









                                 




－ 4 － 
 第一に、国有セクターが少ない。国有企業とその傘下企業のシェアは、企業数で 9％、工業




























                                 
5  新中国成立以前から、広東省は対外開放が進み貿易が発展していた地域であり、経済的に遅れていた他
省への資源配分が優先したという事情もあろう。 
－ 5 － 
国有商業銀行中心の金融システム 
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ンスを把握することは可能である。 








銀行におけるその他銀行の貸出のシェア（ｃ）/（ａ）は 99 年の 21％から 2003 年には 33％に
上昇している。第二に、国家銀行が長期貸出のシェアが高いのに対して、その他銀行は短期貸
出のシェアが高い。手形貸出を含めた短期貸出が貸出合計に占めるシェアを見ると、2001 年で







合計は 1 兆元であり、民営企業向け中長期貸出残高は 1 兆元程度と見積もることができる。こ
のように推測すると、大雑把な議論であるが、民営企業向け貸出残高は 4 兆元前後とイメージ
することも可能である。 
一方、全中国の GDP は約 11 兆 7000 億元で、その内訳は、第一次産業が 1兆 7000 億元、第二
次産業が 6兆 1000 億元、第三次産業が 3兆 9000 億元となっている。民営企業の全国 GDP への
貢献度合を示す統計資料はないが、表 1で見たとおり全国工業総生産額に占める国有及びその
傘下企業のシェアが 38％であることを考えると、第三次産業でも目立つ存在である民営企業の














中央財経大学の調査によると、地下金融は 2003 年末の規模で 7400～8300 億元に達したとい












特に 2004 年後半の中国の金融業界では、5 月の金融引締政策の実施以降、地下金融の規模は
拡大しているという議論が行われている。例えば『民営経済報』2004 年 9 月 27 日付では、居
住者所得が向上しているのにも関わらず、2004 年に入り預金残高の増加額が前年同期に比べて
半年間連続して減少している点に着目すると共に、この預金増加の減少額 1000 億元を預金流出
                                 
7  全国 20 省、82 市県、206 郷村の中小企業 110 社、個人企業 1203 社を調査し、具体的な算出根拠は示さ
れていないが、「正規金融」の貸出増加額に占める「地下金融」の規模を「地下金融規模指数」として紹
介。全国平均 28.7％、西部７省区平均 29.0％、東部 8 省区 28.7％、中部 5 省区 25.2％、最大は黒龍江
省の 53.4％、最低は貴州省の 4.7％、30％を超えた省は、遼寧、福建、陕西という（『法制日報』2005
年 1 月 5 日付を参照）。なお、「地下金融規模指数」の算出方法が不明なため、本文ではこの指数を用い
た論評を行わず、あくまで傾向をみる参考計数と位置付け、脚注で紹介するにとどめた。 
8  ちなみに、『民営経済報』2004 年 9 月 7 日付では、浙江省温州市の民営企業が調達している資金総額は
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額と捉え、この多くが地下金融に流れ、高利貸を助長していると主張している。この傾向が最
も顕著なのは、民間経済の発展した浙江省であり、中でも温州では、2 月以降、月次の預金増
加額が前年同期比毎月約 20 億元減少しており、7月までの 5ヶ月間で 100 億円が流出したと論























易業者向けファンドは 150 億元規模で、700 億元まで拡大可能で全国に 20 の窓口を持つ。別の
上海の有名なファンドの規模は 100 億元を突破しているという。 
また、貸金業者の中には、高利貸の性質を持ち裏社会と密接な関係を持つ業者も含まれてい
る。『財経会』では人民日報の記事を引用し、潮陽市の不法分子が、新疆、ウルムチ、広州、深
                                 
10 「東南沿海神秘地下金融組織合会調査」『経済』（2004 年 5 月 24 日付）では、寧波市 M県の合会の状況を
紹介している。なお、合会に関する日本語文献では、陳、藤井[2000]が参考になる。 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－ 12 － 
を示しており、中国で間接金融システムを確立するために改善を要する大きな課題が存在する。 
その一方で、現金の増発額（還流額）をみると興味深い傾向が読み取れる。まず広東・深圳
















 『環球財経』2004 年 9 月 27 日付によると、広東省では、香港に隣接するという地理的条件
に起因する独特の地下金融組織が存在している。99 年以降、広東省における現金流通量は全国
の過半を占めている点をふまえ、現金を介在した人民元と香港ドルとのヤミ両替を軸とする地
下金融の規模が 2004 年で 1000 億元規模になっている11。金融監督から逃れるために現金取引
が選択され、正規の金融機関を介さずに、深圳を中心とする広東省と香港との間で資金移動が
行われているという12。 
                                 
11 『環球財経』によると、深圳警察と深圳人民銀行の在籍者への取材を通して、深圳のヤミ両替所は少な
くとも 100 ヶ所は存在し、少なくとも 1兆元以上の外貨交換を行っていると推測されると紹介している。
あわせて、地下金融業者 3 社への裏付け取材も行っている。この 3社の毎日の外貨両替規模は 1000～3000






































                                 
13 正規の両替手続きが面倒であることも、地下金融の規模が拡大する要因となっている。 
14 ちなみに、香港の人民元現金流通量は 100 億元規模と言う。 






























                                 
15 これに対し、特定の熟練技術を要する場合は、その技術を持ち合わせた技能工を採用する必要がある。
広東省の民営企業で、商人出身者がそうした技術者を採用している事例を観察することはできなかった
が、2004 年 9 月に大連でフィールド調査を行った際に訪問した瓦房店日豊軸承製造有限公司でこの事例











 億豊は、1963 年生まれの王氏が、同年代のパートナーと 2 人で立ち上げた、MP3、メモリー
カード・メーカー。2004 年 5 月から生産を開始し、現在は従業員 110 人を擁している。これか
ら OEM 生産を開始し、出来るだけ早くメジャーブランドの受注を取りたいと意気込んでいる企
業である。 











 王氏の説明によると、現時点の一般的な借入金利は月利 0.5～0.7％（年利換算：単利で 6.0
～8.4％）。また、億豊は借り入れていないが、銀行以外の金融会社から借り入れると、銀行金
利の約 1.5 倍の金利支払いが必要とのことであった。 
 
                                                                                     
を観察することができた。当社はベアリング製品取扱商である瀋女氏が創業した企業であるが、全国ブ
ランドである瓦房店軸承廠 OB の技能工を 10 人規模で採用することで自らが持ち合わせない技術力を確
保し、瓦房店軸承廠と同品質のベアリングを低コストで供給している。 
－ 16 － 
 勇芸達電子（深圳）有限公司（以下「勇芸達」） 
 今日の勇芸達は、敷地面積 10000 ㎡強の工場を構え、携帯電話の筐体向けに、金型の設計・
製造、二色刷りを含むプラスチック成型、プレスを行っている。年商は未調だが、売上の 70％











 呉氏は、福建省出身で 1978 年生まれ。呉氏の金型生産との関わりは、中学卒業後に職を求め
て93年に深圳に出てきたことに始まる。96年まで3年間は香港系企業に入り金型技術を学び、
その技術を活かすべく 97 年初めに独立する。当初の半年間は、3万元の資金を元手に、昼間は
営業をして受注を獲得し、夜間に既存企業の機械を 1時間 60 元で借りて加工を行うことで、手









                                 




18 江門市匯聰電器廠有限公司では、機械設備の分割支払い期間は 2～3 ヶ月という回答であった。ちなみに、
江門市匯聰電器廠は、資本金 1100 万元、年商 500 万ドル、39 台の射出成型機と 60 台のプレス機を所有
する、コネクター部品メーカーである。 
－ 17 － 
広州市海星馬電動車有限公司（以下「海星馬」） 
 海星馬は、機械工業部出身の工学博士である許董事長・総経理が 2001 年に設立した電動バイ
クメーカー。月 6000 台を生産、全量を海外に輸出しており、今年は月 10000 台生産を目指して
いる。資本金 100 万元で創業したが、この 4 年間で約 5,000 万元の固定資産を有する企業に成
長している。また、北京オリンピックを目指した国家開発プロジェクトの中に、海星馬の「電
動清潔車」開発プロジェクトが広東省で唯一認められているように、海星馬の技術力は高く評











在の主力製品は、CD/VCD プレイヤー、スピーカー。1996 年に設立し、2001 年に当地に移転。
設立当初は 40～50 人のワーカーによる人手作業のみで事業を開始したが、現在では 800 名の





 以上のように名高は急成長を遂げているわけだが、30 歳前後と若い 3人が事業を切り盛りし
ている点が興味深い。96 年当時に、20 歳代前半で音響に興味を持っていた彼ら 3 人と、数歳年




                                 
19 数値はヒアリングによる。なお、彼らの言う総資産とは減価償却前の総資産額を指す模様。 



















 雪莱特は 92 年に創業したライトメーカー。欧米向け輸出用の省エネライトを中心に生産し、
最近では自動車向け HID ライトの生産も開始している。また、10 数本の特許を有するように、
技術開発力も兼ね備えた企業である。 
 92 年創業時の主要メンバーは 7人で、雲南省の電球工場に勤務していた董事長が、その部下
7 人を引き連れて改革開放の進んだ広東省に進出し、佛山市南海区に着地し創業するに至る。
この 12 年間で事業は順調に拡大し、年商 2億元企業へと成長している。また、2年前に移転し
てきた現在の工場への投資総額は 1億 2000 万元になる。 
 このような成長企業とはいえ、銀行借入にて必要な事業資金を充分に調達することは難しい
                                 
20 部品調達は、IC 等は輸入部品を用いているもののその比率は 10％にすぎず、90％の国内調達部品もほと





21 自社ブランド MINGO で国内販売を行っているのに対して、輸出は自社ブランドではなく ODM 生産中心に
展開し、韓国の LG、シンガポールの AKIRA の他、約 30 社に供給している。なお、こうした海外メーカー
への営業は、世界各地で開かれる展示会が重要な商談の機会になっているという。 
－ 19 － 
という。そこで、昨年に増資を実施している。増資前の資本金は 4000 万元で株主 7～8人であっ






万信達は 97 年に福建省で創業した CD ケースメーカー。創業当時は 30 人の従業員を雇用し家
庭工業的に簡単な CD ケースを製造していたが、製品開発のためには国内市場に隣接した場所で
の開発・生産が必要と判断し、2002 年に広州市花都区に進出。この進出を契機に輸出も開始。
現在では、売上の 60％は輸出向けとなり、従業員 1200 人を擁し、CD ケース、パソコンケース
















亜州制葯の前身は 89 年に設立された国有企業。98 年に民営化され、今日では解毒剤“君泰”
ほか知名度の高いブランドを複数有する製薬メーカーとなっている。98 年に株式を民営化した
時点では、従業員 170 人、年商 2000 万元の企業であったが、今日では、従業員 300 人、年商
                                 
22 中華全国工商業聯合会［2004］では、雪莱特が所在する佛山市政府は、企業の株式公開を支援する政策
を打ち出していることを紹介している。 
－ 20 － 
5000 万元の企業に成長している。なお、事業拡大に伴い、これまで東莞市中心部に構えていた
敷地面積 6000 ㎡の工場が手狭になったため売却し、東莞市郊外に敷地 53000 ㎡を買い求め移転
することが決定している。 
 98 年の民営化にあたっては、その時点で 2年間以上勤務していた 118 人が株主として出資し
た。よって、株主に政府や法人は存在しない。固定資産評価額と国有商業銀行が残高維持に応
諾した借入金額との差額を基に算出されたと思われるが、資本金額は 830 万元である。政府の
規定で、筆頭株主は 25％を要すること、3人でリーダーグループを形成し、この 3人で 60％シェ
アを確保することが求められたため、亜州制葯もこの定めに従い、3 人で董事会を構成し、こ
の 3人の董事で 60％シェアを確保している23。 
















 ところで、彼ら 2 人が資本を買い取るにあたり、譲受代金は支払っていないという。劉氏は
1999 年頃から金聯安警に関わっていたようであり、退職金代わりに不振会社の株を前経営者か
ら譲り受けたということかもしれないが、真相はよくわからない。しかし、金聯安警という会
                                 





































－ 22 － 
東省では資金のない起業家が資金を捻出しやすい環境が整っている 
これに対して、創業資金を自ら捻出できない場合でも、万信達のように、資本家を募って資




























                                 
24 詳しくは関[2005]を参照されたい。 



























開を果たした企業である。事例研究で取り上げた、2006 年の株式上場を目指し 3600 万元の増
資を実行して資本金を 7600 万元とした雪莱特の今後に注目したい。 
 
                                 
25 こうした輸出力のあるアッセンブラーの資金繰りを協力企業が支える構造は、台湾企業のノートブック
パソコン生産のサプライチェーン内でも観察される。遠山［2005］を参照されたい。 

































－ 25 － 
４．広東省金融システムの展望と課題 
 




























































                                 
26 符[2003]では、「民営企業をターゲットとする中小商業銀行を設立すべく、大規模で全国を対象とする中
小商業銀行と、特定地域に特化した地方性の民営商業銀行とを設立する」ことが重要と主張している。 

































－ 28 － 
商社金融と企業間信用 






































広州 科学技術振興による年商 100 億元の民営企業育成 























                                 
28 財政資金が民営企業の金融に与える影響分析は今後の取り組み課題と位置付けている。 




























                                 








































































































                                 
32 個別銀行の事例研究は、別の機会に行う予定である。 
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